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青海波 （せいがいは）
雅楽の舞人の装束に用いられた波形文様で、 同心円状の波を前後左右交互に重ねた幾何学的な文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

　今年度から、これまで就職委員会が発行してきた「就職だより」、生涯学習センターが発行してきた「Back To School」、そして以前附
属図書館が発行していた「LEGIMUS（レギムス）」を休刊し、新たにこの青海波に統合して読者の皆様にお届けすることになりました。
　本学のコンパクトユニバーシティ構想に掲げる「専門分野の濃縮化」に歩調を合わせる形となりますが、これまで各誌の担当者が苦心し、
工夫を凝らしていた幾多のコンテンツを、新しいフォーマットの上でどれだけ表現できるかについては、これまで以上に「情報の取捨選
択の目利き」が重要であると思っています。
　「伝えたい情報」と「知りたい情報」のバランス配分、異なる読者層への配慮等課題は多いのですが、皆さまに広く読んでいただける紙
面づくりを心掛けて行きたいと考えていますので、お気づきの点やご意見、貴重な情報等がございましたら、media@ada.nsu.ac.jp ま
でお寄せくださいますようお願い申し上げます。
　なお、平成 23年度から、青海波は年２回の発行となります。次回の発行は平成 23年６月の予定です。

新潟産業大学　メディア・広報・企画課

　ぎおん柏崎まつりの2日目（平成22年7月25日）に行われた“たる仁和
賀”にて撮影。被写体は、「神楽人」という団体の踊りです。
　踊り手は全て「新潟産業大学 伝統芸能文化部」の学生です。
　被写体が常に動いているので、追いかけながら撮影するのは大変でし
た。また、夜だったので、ぶれないように高感度撮影しています。
　このショットは二人一組の重なる間隔が“きれいな一対”になる、ちょ
うどいいバランスを狙うために前後20枚ほど撮影した中の一枚です。
　今回は、練習から本番まで神楽人を密着取材して約2,500枚撮影しま
した。

表紙の写真

「つらなり」
撮影者　田村　健
経済学部 経済経営学科３年
新潟産業大学 写真部部長

特 集 　 生 き 生 き 学 ぶ 社 会 人

「つらなり」（写真の説明は裏表紙）
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ク ラ ブ ・ サ ー ク ル 活 動

キ ャ リ ア サ ポ ー ト

図 書 館 だ よ り
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編集後記

学事日程（平成23年1月～ 6月）

入 試 区 分 
一般前期日程 （2科目方式）

（学科間併願可） 
（特待制度対応試験を兼ねる） 

センター利用 
前期日程 

（学科間併願可） 

帰国生
（学科間併願不可） 

編入学試験（第2期）
（推薦・一般） 

一般後期日程
  （2科目方式）
（学科間併願可）

センター利用 
後期日程 

（学科間併願可） 
出 願 期 間 H23.1/11（火）～2/1（火）  H23.1/11（火）～2/3（木）  H23.1/11（火）～2/3（木）  H23.1/11（火）～2/1（火）  H23.2/16（水）～3/8（火）  H23.2/16（水）～3/18（金）  
試 験 日 H23.2/6（日） H23.2/6（日） H23.3/13（日）
合 格 発 表 H23.2/15（火） H23.3/16（水） H23.3/24（木） 
試 験 会 場 柏崎・新潟・長野・酒田・郡山 柏崎 柏崎・新潟 

平成23年度入試日程概要（各学科共通）

入試の詳細・大学院経済学研究科の入試については、2011入学試験要項でご確認ください。

平成22年度 平成23年度（予定）
月 日 行事等 月 日 行事等

1月

11日（火） 授業開始

4月

5日（火） 入学式

14日（金） センター入試前日準備日
休講日 11日（月） 春学期授業開始

24日（月）
～25日（火） 補講日 6日（水）

～8日（金） ガイダンス・健康診断

26日（水）～ 秋学期末試験期間
（～2/1）

7日（木）
～8日（金） 新入生学外合宿研修

2月
2日（水） 春季休業開始

5月
21日（月） 卒業者発表・進級発表

3月
1日（火）
～10日（木） 春季公務員特別講座

6月
2日（木） 創立記念日（通常授業）

12日（土） 卒業式

　

新
潟
産
業
大
学
は
平
成
23
年
度

よ
り
、経
済
的
事
情
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
学
生
に
対
し
、授
業
料
の
半

額
を
免
除
す
る
制
度
を
設
け
ま
す
。

　
先
行
き
の
見
え
な
い
不
況
下
、勉

学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、や
む
を
得

ず
大
学
進
学
を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー

ス
や
、入
学
後
に
も
保
護
者
の
失
業

等
で
学
業
の
継
続
に
つ
い
て
常
に

不
安
を
持
ち
、修
学
に
専
念
で
き
な

い
等
の
ケ
ー
ス
が
、全
国
の
大
学
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
独
自
の
支
援
制
度
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
大
学
進
学

や
学
業
継
続
に
か
か
る
家
計
負
担

を
軽
減
し
、本
学
で
修
学
す
る
意
欲

を
持
つ
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
23
年
度
以
降

入
学
者
お
よ
び
在
学
生
を
対
象
と

し
、申
請
者
の
中
か
ら
の
選
考
で
決

定
し
ま
す
。

修
学
支
援
制
度
に
関
す
る
お
問
合

せ
先：
新
潟
産
業
大
学
入
試
課　

7
０
１
２
０-

７
８
７-

１
２
４

新
た
な
修
学
支
援
制
度
を
設

け
ま
す
。

対象者
学費負担者および家計を一にする家
族（以下「学費負担者等」）の経済的理
由により、修学が困難な学生。

申請要件
（年間所得
の上限）

自宅通学者 ： 300万円程度以下
自宅外通学者 ： 350万円程度以下

軽減額
年間授業料（660,000円）の半額を
免除（軽減期間は１年間）。
※２年次以降は、審査により更新可。
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※
学
納
金
の
納
入
は
半
期
ご
と（
１
年
間

に
２
回
）に
な
り
ま
す
。

※
授
業
料
は
単
位
制
授
業
料
制
度
を
採

用
し
て
い
ま
す
。履
修
単
位
数
が
１
２
４

単
位
を
超
え
た
場
合
は
、超
過
単
位
数
×

２
１
，０
０
０
円
が
上
記
金
額
に
加
算
さ

れ
ま
す
。

　
本
学
に
入
学
す
る
４
月
１
日
時
点
で
、

満
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
、入
学
金

お
よ
び
在
学
期
間
中
の
学
納
金（
授
業

料・施
設
設
備
資
金・教
育
充
実
費
）を
半

額
免
除
し
ま
す
。

　
本
学
に
入
学
す
る
４
月
１
日
時
点
で
、

柏
崎
市
民
ま
た
は
刈
羽
村
民
で
、満
50
歳

以
上
の
方
を
対
象
と
し
、入
学
金
を
全
額

免
除
し
、在
学
期
間
中
の
学
納
金（
授
業

料・施
設
設
備
資
金・教
育
充
実
費
）を
半

額
免
除
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
１
人
、21
年
に
７
人
、

22
年
に
３
人
の
社
会
人
が
入
学
し
ま
し

た
。

　

そ
の
な
か
で
、つ
ぎ
の
５
人
の
方
々

に
、現
在
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
入
学

　
　
桑
原　
正
敏
さ
ん

　
　
斉
藤　
雪
江
さ
ん

　
　
田
中　
洋
子
さ
ん

　
　
中
村　
ま
ち
子
さ
ん

　
平
成
22
年
度
入
学

　
　
矢
島　
潮
子
さ
ん

■
韓
国
語
を
学
び
た
く
て
。（
桑
原
）

■
退
職
後
、他
の
人
と
は
ひ
と
味
違
う
第

二
の
人
生
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
。

（
斉
藤
）

　

新
潟
産
業
大
学
で
は
、社
会
人
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
り
、職
業
や
家
事
に
従
事
す
る
ひ

と
、退
職
さ
れ
た
ひ
と
に
、広
く
門
戸
を
開
き
、学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
、実
際
に
授
業
を
受
け
て
い
る「
学
生
」の
み
な
さ
ん
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

長
期
履
修
学
生
制
度
は
、職
業
や
家

事
に
従
事
し
な
が
ら
学
び
た
い
と
願
う

方
々
が
、自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
、無
理
な
く
長
期
の
履
修
計
画
を
立

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ま
た
学
納
金
も
、４
年
分（
編
入
学
の

場
合
は
２
年
分
）の
総
額
を
最
長
８
年
ま

で
延
長
し
て
分
割
納
入
す
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
、経
済
的
な
負
担
も
軽
減
で
き

ま
す
。

（
１
）社
会
人
Ａ
Ｏ（
１
年
次
入
学
）入
試

　
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
満
22
歳
以

上
で
あ
り
、社
会
人（
家
事・
育
児
、介
護

へ
の
従
事
等
を
含
む
）と
し
て
の
職
務
経

験
を
１
年
以
上
有
し
、高
等
学
校
卒
業
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者
。

（
２
） 

社
会
人
Ａ
Ｏ（
編
入
学
）入
試

　
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
満
22
歳
以

上
で
あ
り
、社
会
人（
家
事・
育
児
、介
護

へ
の
従
事
等
を
含
む
）と
し
て
の
職
務
経

験
を
１
年
以
上
有
し
、本
学
の
定
め
る
出

願
資
格
を
満
た
す
者
。

　
本
学
で
定
め
ら
れ
た
卒
業
に
必
要
な

単
位
数
１
２
４
単
位
を
修
得
し
て
、４
年

間
で
卒
業
す
る
場
合
、在
学
時
に
左
表
の

学
納
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
期
履
修
学
生
制
度
は
、申
請
時
に

認
め
ら
れ
た
最
長
８
年
ま
で
の
年
限
で
、

こ
れ
を
分
割
納
入
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
学
習
時
間

の
確
保
は
も
と
よ
り
経
済
的
な
負
担
も

軽
減
さ
れ
、社
会
人
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
崩
す
こ
と
な
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

学納金区分 金　額 備　考

入学検定料 30,000円 入学試験時のみ

入学金 210,000円
（編入学は￥105,000）

入学手続時のみ

授業料 2,604,000円
（卒業必要単位124単位の場合）

21,000円×登録単位数

施設設備資金 400,000円 100,000円×４年分

教育充実費 520,000円 130,000円×４年分

総　　　額 3,764,000円

■
社
会
人
学
生
の
新
聞
記
事
を
見
た
時

に
産
大
を
紹
介
さ
れ
て
。（
田
中
）

■
以
前
か
ら
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
関
心

が
あ
っ
た
の
で
。（
中
村
）

■
緊
張
感
の
あ
る
生
活
を
望
ん
で
い
た

し
、友
人
に
誘
わ
れ
て
。（
矢
島
）

■
入
学
前
か
ら「
身
近
」に
感
じ
て
い
た

学長からのメッセージ

　新潟産業大学は社会に出てからふたたび大学・大学院で学ぶ人を応援します。実社会で培われ
た確かな経験をもとに、入学後幅広い知識を得ることで、刻々と変わる社会のなかでも、実り多い
生活を送ることが出来るでしょう。私たちは以下のように、学びやすい制度を整え、社会人のみな
さまをお待ちしています。

四年間で卒業する場合の時間表例
月 火 水 木 金

１
２ 博物館各論 プレゼミ 韓国事情 東洋の芸術
３ 日本文化論 韓国語 韓国語会話 教養ゼミ 文化芸術学
４ コミュニケーション演習

長期履修制度を利用した場合の時間表例
月 火 水 木 金

１ 日本のファッション 広告入門
２ 日本の観光資源 パソコン実習
３
４

と
お
り
だ
っ
た
。（
田
中
）

■
地
元
に
い
る
が
情
報
が
な
か
っ
た
。今

は
学
生
に
優
し
い
、開
か
れ
た
大
学
だ

と
思
う
。（
桑
原
）

■
大
学
は
規
模
が
大
き
い
と
思
っ
て
い

た
が
、コ
ン
パ
ク
ト
で
馴
染
み
や
す

い
。学
習
環
境
が
い
い
。（
斉
藤
）

■
教
員
の
個
性
が
様
々
あ
っ
て
面
白
い
。

（
中
村
）

■
少
し
ペ
ー
ス
が
速
い
が
、つ
い
て
い
け

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
と

り
た
い
授
業
も
多
い
。（
矢
島
）

■
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
る
。（
田
中
）

■
働
い
て
い
た
時
と
は
種
類
の
違
う
、緊

張
し
た
一
週
間
に
な
っ
た
。充
実
し
て

い
る
。（
斉
藤
）

■
仕
事
と
の
兼
ね
合
い
で
、受
け
る
科
目

を
抑
え
て
い
る
。（
桑
原
）

■
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。（
矢
島
）

■
学
芸
員
課
程
の
講
義
を
受
け
て
、美
術

館
や
博
物
館
に
つ
い
て
の
興
味
が
増

し
た
。（
中
村
）

■
韓
国
語
会
話
の
上
達
を
目
指
し
た
い
。

（
桑
原
）

■
大
学
な
ら
で
は
の
授
業
に
挑
戦
し
た

い
。（
矢
島
）

■
韓
国
へ
の
研
修
旅
行
に
参
加
し
、そ
の

文
化
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
知
り
た

い
と
思
う
。（
田
中
）

■
卒
論
を
仕
上
げ
、学
芸
員
の
資
格
も

取
っ
て
卒
業
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も

地
域
の
文
化
施
設
の
活
動
に
協
力
し

た
い
。（
斉
藤
）

■
同
期
の
社
会
人
が
少
な
い
の
で
少
し

不
安
だ
が
、若
い
学
生
と
会
話
で
き
る

の
は
良
い
。食
堂
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
、

時
間
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。（
矢
島
）

■
若
い
学
生
と
ラ
イ
バ
ル
に
な
れ
る
の

は
楽
し
い
。（
田
中
）

■
体
力
的
な
ハ
ン
デ
は
あ
る
が
、試
験
な

ど
の
緊
張
感
は
日
々
必
要
だ
し
、規
則

的
な
生
活
が
出
来
る
の
が
よ
い
。図
書

館
で
本
に
囲
ま
れ
る
の
も
う
れ
し
い
。

（
斉
藤
）

■
ま
わ
り
の
学
生
か
ら
刺
激
を
受
け
る

の
で
、何
と
か
仕
事
の
空
き
を
つ
く
り

た
い
。（
桑
原
）

■
仕
事
の
都
合
で
大
学
行
事
に
あ
ま
り

参
加
で
き
な
い
の
が
残
念
。生
活
の
リ

ズ
ム
を
整
え
、意
志
の
力
で
学
び
を
深

め
ら
れ
る
の
が
清
々
し
い
。産
大
の
良

さ
を
市
民
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し

い
。（
中
村
）

学芸員課程の講義で図像をみています

カフェでお茶のひととき

コンピュータの課題にも挑戦

ゼミナール形式の授業も
学長　広川 俊男

Ｑ
．入
学
の
き
っ
か
け
、

　
　

動
機
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ｑ
．入
学
し
て
か
ら
、

　
　

産
大
の
イ
メ
ー
ジ
は

　
　

か
わ
り
ま
し
た
か
？

Ｑ
．生
活
の
パ
タ
ー
ン
は

　
　

変
わ
り
ま
し
た
か
？

Ｑ
．最
後
に
、「
学
生
生
活
」で

困
っ
た
こ
と
、良
か
っ
た

こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ｑ
．こ
れ
か
ら
の
計
画
あ
る

い
は
抱
負
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。

Ｑ
．講
義
を
受
け
た
感
想
は
？

長
期
履
修
制
度
対
応
の

入
学
試
験

在
学
期
間
中
の
学
納
金
総
額

シ
ニ
ア
学
生
学
費
軽
減
制
度

柏
崎
市
民・刈
羽
村
民

シ
ニ
ア
学
生
奨
学
制
度

「
働
き
な
が
ら学

び
た
い
…
」

そ
ん
な
気
持
ち
を

大
切
に
し
ま
す

生
き
生
き

学
ぶ
社
会
人

生
き
生
き

学
ぶ
社
会
人

S E I G A I H A  特 集
生き生き学ぶ社会人
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昨
年
10
月
に
経
済
学
部
に
着
任
し
た

青
栁
勧
助
手
が
主
将
を
務
め
る
日
本
代

表
チ
ー
ム
が
、こ
の
度
の
第
16
回
ア
ジ
ア

競
技
大
会
水
球
競
技
に
お
い
て
、銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
過
去
２
期
連
続
の
銀
メ
ダ
ル
を
経
て

今
回
30
年
ぶ
り
の
金
メ
ダ
ル
に
期
待
が

か
か
り
ま
し
た
。準
決
勝
で
、優
勝
し
た

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
僅
差
で
敗
れ
た
も
の

の
、３
位
決
定
戦
で
韓
国
を
下
し
て
見
事

銅
メ
ダ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
季
か
ら
、戦
い
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
海

外
プ
ロ
リ
ー
グ
か
ら
日
本
に
移
し
た
青

栁
選
手
は
、精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
10
月
９
日（
土
）と
10
日（
日
）の
二
日

間
、本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、恒
例

の
学
園
祭
、第
22
回「
紅
葉
祭
」を
開
催
し

ま
し
た
。今
年
度
は
両
日
と
も
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が
、学
内
は
、多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
、熱
気
に
満
ち
た〝
楽

し
さ
て
ん
こ
盛
り
〞の
学
園
祭
で
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は『
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
!!
サ

ン
大
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
』。「
女
装･

男
装
コ
ン

テ
ス
ト
」、「
三
叉
路
ラ
イ
ブ
」、も
う
中
学

　
７
月
25
日（
日
）、ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り

の
中
日
に
行
わ
れ
る「
た
る
仁
和
賀
」に

「
産
大
み
こ
し
」を
出
し
、学
生
28
人
、教

職
員
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
学
生
生
活
の
思
い
出
に
是
非
参
加
し

た
い
」と
い
う
学
生
有
志
が
声
を
あ
げ
、

２
年
ぶ
り
の「
産
大
み
こ
し
」見
参
と
な

り
ま
し
た
。

　
真
夏
の
夜
の
神
輿
担
ぎ
は
若
さ
と
熱

気
に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
、初
め
て
み
こ
し

を
担
ぐ
学
生
も
以
前
に
産
大
み
こ
し
の

経
験
の
あ
る
学
生
も
、「
セ
イ
ヤ
ッ
！
」、

「
サ
ッ
！
」の
掛
け
声
を
合
わ
せ
て
、祭
り

　
12
月
２
日（
木
）、本
学
講
堂
に
お
い
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。講
師
は
、「
財

団
法
人
地
域
創
造
」の
林
省
吾
理
事
長
。

講
演
の
テ
ー
マ「
地
域
に
お
け
る
文
化・

芸
術
活
動
の
行
政
効
果
」と
内
容
は
、設

置
２
年
目
と
な
る
本
学
文
化
経
済
学
科

の
教
育
目
的
と
相
通
じ
る
も
の
で
し
た
。

　
講
演
は
、造
船
業
の
ア
ジ
ア
シ
フ
ト
に

よ
っ
て
、衰
退
し
た
仏
国
ナ
ン
ト
市
が
、

文
化
を
中
心
に
据
え
た
都
市
計
画
を
実

行
し
新
た
な
雇
用
を
創
出
し
つ
つ
再
生

し
た
事
例
研
究
か
ら
始
ま
り
、文
化
は
数

あ
る
行
政
分
野
の
１
分
野
で
は
な
く
、全

　
写
真・カ
メ
ラ
雑
誌「
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
」９
月

号（
２
０
１
０
年
８
月
18
日
発
売
）の
月

例
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト「
ス
ナ
ッ
プ
の

部
」で
、本
学
写
真
部
員
の
薩
如
拉（
サ
ル

ラ
）さ
ん（
経
済
学
部
２
年
）が
、見
事
一

席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
、こ
の
部
門
で
は
約
１
０
０
名
の

応
募
の
中
か
ら
、１
次
、２
次
、３
次
予
選

を
通
過
し
て
の
受
賞
で
す
。

　
「
中
国
で
は
、カ
メ
ラ
の
オ
ー
ト
モ
ー

ド
で
、た
だ
考
え
も
せ
ず
に
撮
影
し
て
い

ま
し
た
が
、昨
年
、大
学
に
入
学
し
写
真

部
に
入
部
し
て
か
ら
、先
輩
に
写
真
技
術

C A M P U S

T O P I C S

広
州
ア
ジ
ア
大
会

水
球
競
技
銅
メ
ダ
ル
獲
得
！

第
22
回「
紅
葉
祭
」を

盛
大
に
開
催

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」で

本
学
学
生
が
一
席
を
受
賞

学
生
が
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り

に
参
加

威
勢
よ
く
神
輿
を
担
ぐ

柏
崎
市
制
施
行
70
周
年
記
念
協
賛
事
業

新
潟
産
業
大
学
講
演
会
開
催

生･

エ
ハ
ラ
マ
サ
ヒ
ロ
な
ど
の「
お
笑
い

ラ
イ
ブ
」の〝
三
大
〞イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

ゼ
ミ
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
海
外

研
修
の
展
示
、写
真
部
や
書
道
部
の
作
品

展
示
な
ど
の
成
果
発
表
も
あ
り
、キ
ャ
ン

パ
ス
は
産
大
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、バ
ン
ド「
三
叉
路
」の
リ
ー
ド

ボ
ー
カ
ル
松
井
正
道
さ
ん
は
、本
学
の
卒

業
生
で
あ
り
、凱
旋
公
演
と
な
り
ま
し

た
。演
奏
の
中
ほ
ど
で
は
、司
会
の
学
生

行
事
実
行
委
員
が
松
井
さ
ん
の
学
生
時

代
の
思
い
出
話
を
引
き
出
す
ト
ー
ク
や
、

当
時
松
井
さ
ん
の
歌
唱
指
導
を
し
て
く

　
２
０
１
０
年
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
水
球
ワ
ー
ル

ド
リ
ー
グ
男
子
日
本
代
表
の
主
将
と
し

て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、そ
の
後
社
会
人

の
水
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
ブ
ル
ボ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ロ
ク
ラ
ブ
柏
崎
」を
立
ち

上
げ
て
選
手
兼
任
監
督
に
就
任
し
、結
成

一
年
目
で
日
本
選
手
権
を
予
選
か
ら
勝

ち
上
が
っ
て
３
位
の
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
選
手
活
動
と
並
行
し
て
、本

学
水
球
部
の
監
督
と
し
て
指
導
を
行
い
、

10
年
ぶ
り
に
関
東
学
生
水
球
リ
ー
グ
一

部
昇
格
に
導
き
ま
し
た
。

　
青
栁
選
手
の
活
躍
は
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り

ま
し
た
。技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、競

技
環
境
の
整
備
等
に
至
る
ま
で
、自
ら
の

経
験
を
日
本
水
球
界
に
還
元
し
発
展
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
姿
に
注
目
が
集

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も
お
馴
染
み
の
全
身

白
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
身
を
包
ん
だ「
経

済
さ
ん
」も
登
場
し
、沿
道
の
子
ど
も
た

ち
の
人
気
を
さ
ら
い
、写
真
撮
影
に
引
っ

張
り
だ
こ
で
し
た
。

　
ま
た
、当
日
、別
団
体「
神
楽
人
」（
か
ぐ

ら
び
と
）に
は
、本
学「
伝
統
芸
能
文
化

部
」の
学
生
が
参
加
し
、お
面
を
つ
け
た

ま
ま
２
時
間
半
踊
り
続
け
ま
し
た
。

　
翌
７
月
26
日（
月
）、ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ

り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
名
物「
海
の
大

花
火
大
会
」に
は
、新
潟
産
業
大
学
と
新

潟
工
科
大
学
共
催
で
、ツ
イ
ン
ス
タ
ー
マ

イ
ン
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。学
生
寮
か
し

わ
ざ
き
荘
の
屋
上
で
は
、学
生
、教
職
員
、

同
窓
生
が
日
本
海
の
夏
の
夜
を
彩
る
大

や
撮
影
マ
ナ
ー
、心
構
え
を
指
導
し
て
も

ら
い
、日
頃
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
、

面
白
い
構
図
や
場
面
を
撮
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、６
月
中
旬
に
友
人
と
柏

崎
市
立
博
物
館
の
坂
で
撮
影
し
ま
し
た
。

友
人
の
笑
顔
を
狙
っ
て
撮
影
し
た
の
で

す
が
、こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
く（
笑
）、

撮
影
後
、構
図
か
ら
デ
フ
ォ
ル
メ
処
理
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、こ
れ
が
思
い
が
け
ず
よ

い
出
来
映
え
に
な
っ
た
の
で
、初
め
て
雑

誌
に
応
募
し
ま
し
た
。ま
だ
写
真
を
始
め

た
ば
か
り
な
の
で
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

（
薩
如
拉
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
）

　
薩
如
拉
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期

待
し
ま
す
！

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
臨
ん
だ
今
回
の
ア
ジ
ア
大
会
、

本
学
で
も
出
発
前
に
壮
行
会
を
開
き
激

励
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
銅
メ
ダ
ル
は
、青
栁
選
手
と
日

本
代
表
チ
ー
ム
に
と
っ
て
、昭
和
59
年
以

来
と
な
る
28
年
ぶ
り
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
に
向
け
て
の
第
一
歩
で
す
。

　
そ
し
て
今
後
は
本
学
の
水
球
部
員
や

Ｏ
Ｂ
が
そ
の
一
員
に
加
わ
る
こ
と
も
夢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
青
栁
選
手
と
新
潟
産
業
大
学
の
大
き

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
、ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《受賞作品》　「影絵」

だ
さ
っ
た
恩
師
登
場
と
即
興
の
デ
ュ

エ
ッ
ト
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
仕
掛
け

に
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。後
輩
た
ち
へ
の
応
援
を
込
め
た
澄
ん

だ
歌
声
と
ギ
タ
ー
の
音
色
に
し
ば
し
時

を
忘
れ
た
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、モ
ン
ゴ
ル
相
撲
大
会
、

ふ
る
さ
と
自
慢
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

式
、声
優
堀
井
真
吾
さ
ん
の
文
化
講
演

会
、国
際
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、本
学

教
員
出
版
講
演
会
、地
球
く
ら
ぶ
文
化

祭
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
早
期
か
ら
準
備
に
と

り
掛
か
り
、当
日
の
運
営
や
後
片
付
け
な

ど
裏
方
を
つ
と
め
、学
園
祭
を
支
え
た
学

友
会･

学
生
行
事
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
の
頑
張
り
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。不
順
な
天
候
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
も
臨
機
応
変
に
対
応
し
、今
年
度

の
紅
葉
祭
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、各
種
行

事
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

花
火
を
満
喫
し
ま
し
た
。

て
の
行
政
分
野
の
土
台
と
な
る
も
の
、と

い
う
情
熱
あ
ふ
れ
る
内
容
で
し
た
。

　
講
堂
に
は
、学
生
、教
職
員
、共
催・
後

援
関
係
者
の
他
、長
岡
市
や
新
潟
市
か
ら

も
聴
講
者
が
集
ま
り
、参
加
者
数
は

２
７
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
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雑
誌
の
配
架
に
あ
わ
せ
、本
を
ゆ
っ
た

り
と
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、ソ
フ
ァ
を

配
置
し
た
く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
授
業
の
空
き
時
間
や
放
課
後
に
、ゆ
っ

く
り
雑
誌
を
読
ん
で
い
る
人
、友
達
同
士

で
仲
良
く
雑
誌
を
見
て
い
る
人
た
ち
、学

術
雑
誌
を
広
げ
目
的
の
記
事
を
探
し
て

い
る
人
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
色
々
な
目
的
で

自
分
の
時
間
を
自
由
に
満
喫
し
て
い
る

様
子
で
、と
き
に
は
く
つ
ろ
ぎ
、と
き
に

は
学
習
研
究
に
と
幅
広
く
活
用
さ
れ
る

ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、柏
崎
市
立
東
中
学
校
と
柏
崎
市
立

南
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、本
学
図

書
館
の
業
務

を
体
験
し
ま

し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
入

力
作
業
や
本

を
運
ん
だ
り

　
本
学
図
書
館
は
、柏
崎・
刈
羽
を
中
心

に
、新
潟
県
内
の
郷
土
資
料
を
収
集
し
て

い
ま
す
が
、こ
の
度
こ
れ
を
郷
土
資
料

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
別
置
し
、利
用
者
に
郷

土
資
料
の
存
在
を
更
に
深
く
知
っ
て
も

ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

本
学
経
済
学
部
の
地
域
経
済・
地
域

文
化
を
研
究
す
る
学
生
か
ら
は
、こ
の

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
よ
り
以
前
よ
り
資

料
が
探
し
や
す
く
な
っ
た
と
好
評
で
す
。

　

貴
重
な
資
料
か
ら
柏
崎
市
史
、直
江

兼
続
に
関
す
る
本
ま
で
幅
広
く
揃
え
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

大
学
図
書
館
は
、文
献
や
学
術
資
料

の
収
蔵
だ
け
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
在
学
生
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
、出
来
る

だ
け
身
近
に
本
学
図
書
館
を
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、今
年
度
の
新
し
い
試
み

と
し
て
、学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
も
と
に
左
表
の
一
般
雑
誌
10
冊
の
配

架
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、学
内
の
新
し
い
憩
い
の

場
と
し
て
、以
前
よ
り
も
多
く
の
学
生
が

図
書
館
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、貸
出
や
資

料
の
参
照
等
の
積
極
的
な
図
書
館
利
用

に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
外
の
方
も
、ご
自
由
に
図
書
館
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
館
内
で
の
閲
覧
は
基
本
的
に
自
由
で
す
。

●
蔵
書
の
貸
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象

15
歳
以
上（
中
学
生
以
上
）の
柏
崎
市

内
在
住・在
勤
の
方

貸
出
冊
数 

： 

３
冊
以
内

貸
出
期
間 

： 

２
週
間
以
内

●
そ
の
他
／
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
、

住
所･

氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の（
免

許
証・
健
康
保
険
証
な
ど
）を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、本
学
主
催
の
公
開

講
座・
聴
講
講
座
受
講
生
の
方
に
も

貸
出
が
可
能
で
す
。

　
ご
不
明
の
点
は
、お
気
軽
に
左
記
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
５
７-

２
４-

８
４
３
５

E-M
ail　

library@
ada.nsu.ac.jp

図 書 館 だ よ り

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
・
情
報
誌

の
配
架
を
始
め
ま
し
た
！

く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

中
学
生
が
職
場
体
験

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
が
で
き

ま
し
た
。

一
般
の
方
も
本
学
図
書
館
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

専任教員の著書紹介
星野 三喜夫
（経済学部　教授）

「開かれた地域主義」
とアジア太平洋の地
域協力と地域統合

クラブ・サークル活動

　
平
成
22
年
７
月
４
日（
日
）、日
本
体
育

大
学
健
志
台
キ
ャ
ン
パ
ス
内
プ
ー
ル
で
、

「
関
東
学
生
水
球
リ
ー
グ
」二
部
リ
ー
グ

１
位
の
本
学
水
球
部
が
、一
部
リ
ー
グ
８

位
の
国
際
武
道
大
学
と
入
れ
替
え
戦
を

行
い
、15
対
11
で
勝
利
し
、一
部
リ
ー
グ

昇
格
、そ
し
て
18
年
連
続
イ
ン
カ
レ
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
４
月
に
結
成
さ
れ
た
本
学

水
球
チ
ー
ム
に
と
っ
て
、今
回
の
昇
格

は
、平
成
９
年
、11
年
、13
年
に
続
き
４
回

目
、10
年
ぶ
り
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
試
合
は
序
盤
か
ら
一
進
一
退
の
攻
防

が
続
き
、第
４
ピ
リ
オ
ド
で
１
点
差
ま
で

詰
め
寄
ら
れ
、緊
迫
す
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、そ
の
後
、駄
目
押
し
の
３
連
続

シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
り
、見
事
勝
利
を
も
の

に
し
ま
し
た
。

　
本
学
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
宇
佐
美
祐

生
君（
経
済
学
部
３
年
）が
、平
成
22
年
8

月
24
日
か
ら
開
催
さ
れ
た「
北
信
越
学
生

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
個
人
選
手
権
大
会
」（
長

野
県
飯
綱
町
霊
泉
寺
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

に
お
い
て
見
事
優
勝
し
、イ
ン
カ
レ
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

宇
佐
美
君
は「
決
勝
で
緊
張
せ
ず
集

中
で
き
た
の
で
良
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。」と
手
応
え
を
感
じ
た
様
子
で
し
た
。

　

宇
佐
美
君
は
新
潟
県
燕
市
の
出
身

で
、高
校
か
ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
始
め
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体（
少
年
男
子
の

部
）等
に
出
場
し
、本
学
入
学
後
も
第
63

回（
平
成
20
年
）国
体
新
潟
県
代
表（
成
年

男
子
の
部
）に
選
ば
れ
北
信
越
国
体
に
出

場
す
る
な
ど
、競
技
の
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
来
年
が
学
生
生
活
最
後
の
一
年
と
な

り
ま
す
が
、さ
ら
に
高
み
を
目
指
し
４
年

間
の
集
大
成
と
し
て
、全
国
大
会
で
の
タ

イ
ト
ル
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
５
月
９
日（
日
）、富
山
大
学

で
行
わ
れ
た
第
36
回
北
信
越
学
生
空
手

道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、男
子
組
手
の

個
人
戦
で
、空
手
道
部
の
梅
川
達
矢
君

（
経
済
学
部
２
年
）が
３
位
、同
じ
く
小
林

匠
君（
経
済
学
部
２
年
）が
５
位
に
入
賞

し
全
国
大
会
へ
進
み
ま
し
た
。

　
３
位
に
入
賞
し
た
梅
川
君
は「
来
年
に

向
け
て
日
々
練
習
を
重
ね
、さ
ら
に
技
を

み
が
い
て
試
合
で
は
悔
い
の
な
い
よ
う

全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
た
い
。」と
力

強
く
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
２
人
と
も
ま
だ
２
年
生
、名
門
復
活
に

向
け
て
今
後
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

水
球
部
が「
関
東
学
生
水
球

リ
ー
グ
」一
部
に
昇
格
！

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
北
信
越

大
会
で
優
勝

空
手
道
部
が
北
信
越
大
会
で

個
人
の
部
、上
位
入
賞

今回配架した雑誌名 ジャンル
SWEET 女性ファッション
Soup 女性ファッション
Chokichoki 男性ファッション
Komachi タウン情報
オレンジページ 生活情報
Driver 車
旅の手帖 旅行
Number スポーツ
日経Health 健康
SCREEN 映画

　
こ
れ
ま
で
は
、い
ず
れ
も
一
期
の
み
で

二
部
に
陥
落
し
て
い
ま
し
た
が
、水
球
日

本
代
表
で
も
あ
る
青
栁
監
督
の
指
導
の

下
、こ
れ
ま
で
以
上
に
一
部
リ
ー
グ
定
着

と
活
躍
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
日
は
ス
タ
ン
ド
に
大
勢
の
応

援
団
が
駆
け
つ
け
、昇
格
が
決
定
し
た
瞬

間
は
歓
喜
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
水
球
部
か
ら
は
目
が
離
せ
ま

せ
ん
！

水球部選手一覧（氏名・学部学年）
高祖　裕介（経4）
徳江　繁明（経4）
仲村　泰信（経4）
秋元　恵臣（経3）
野一色健太（経3）
屋富祖達郎（経3）
金城　徹大（経2）
斉藤　　渉（経2）
吉里　健龍（経2）
鈴木　雄也（経1）
清水　涼太（経1）
柴原　吉輝（経1）
三井田　誠（経1）

並
べ
た
り
す
る
力
仕
事
な
ど
、「
小
さ
な

司
書
」た
ち
は
丁
寧
に
一
生
懸
命
お
仕
事

を
し
て
く
れ
て
、当
館
と
し
て
も
作
業
が

大
変
は
か
ど
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
、本
に
携
わ
る
職

業
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。中
学
生
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
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新潟産業大学の就職支援プログラム

４
年
生
の
就
職
活
動
体
験
談

就
職
委
員
長  

経
済
学
部  
教
授

橋
本 
次
郎

　

11
月
に
入
っ
て
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー

ス
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
現
在
の
大
卒
予
定
者
の

就
職
内
定
率
が
平
成
15
年
の
就
職
氷

河
期
の
60
・
３
％
を
さ
ら
に
下
回
り
、

57
・
６
％
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。こ
れ
は
過
去
最
悪
の
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
の
景
気
不
透
明
感
に
加
え
て
、

円
高
な
ど
の
不
安
定
要
因
が
出
て
き

た
た
め
に
、厳
選
採
用
の
上
に
少
数

採
用
が
加
わ
っ
た
の
が
原
因
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。特
に
地
方
の
雇
用
状

況
は
昨
年
も
厳
し
か
っ
た
の
で
す

が
、本
年
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

　
「
こ
と
ば
!!
自
己
表
現
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
２
０
１
０
」の
発
表
会
を

10
月
16
日（
土
）に
行
い
ま
し
た
。こ

れ
は
、朗
読
を
通
し
て
、就
職
活
動
や

社
会
人
に
必
要
な
自
己
表
現
力・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
さ
せ

　

そ
の
中
に
お
い
て
本
学
の
昨
年
の

就
職
状
況
は
全
国
四
年
制
大
学
と
比

べ
就
職
希
望
率
で
13
・
４
％
も
上
回

り
、さ
ら
に
就
職
率
は
92
・
３
％
と
全

国
を
0.5
％
上
回
る
と
い
う
健
闘
を
見

せ
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
今
年
は

昨
年
に
比
べ
て
内
定
状
況
は
厳
し
い

の
が
現
状
で
す
。

　

本
学
で
は
通
常
の
企
業
か
ら
の
求

人
の
紹
介
・
企
業
説
明
会
の
連
絡
以

外
に
、就
職
課
が
県
内
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
か
ら
情
報
収
集
し
た
大
卒

･

新
卒
向
け
の
企
業
説
明
会
や
求
人

情
報
を「
就
職
ニ
ュ
ー
ス
」と
し
て
夏

期
休
暇
前
の
６
月
１
日
か
ら
11
月
10

日
ま
で
に
９
回
に
わ
た
っ
て
発
行
す

る
な
ど
、学
生
の
就
職
活
動
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
の
基
本
は
求
人
に
関
す

る
情
報
を
集
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。就
職
サ
イ
ト
、就
職
情
報
誌
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、そ
し
て
大
学
の
就

職
課
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
が
基
本

で
す
。ど
ん
な
業
界
が
よ
い
の
か
決

め
か
ね
て
い
る
人
は
、ま
ず
可
能
性

の
あ
る
業
界
を
列
挙
し
、調
べ
な
が

ら
、行
動
し
な
が
ら
企
業
を
絞
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

企
業
選
び
の
基
本
は
、客
観
的
な

「
会
社
概
要
」な
ど
の
デ
ー
タ
と
資
料

で
す
。業
績
の
動
向
や
事
業
内
容
、採

用
予
定
数
や
代
表
者
の
考
え
を
も
と

に
、関
心
の
持
て
る
事
業
や
職
種
が

あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
上
で
企
業

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、挑
戦
し
て
い

く
の
で
す
。

　

現
在
就
職
活
動
で
苦
戦
中
の
4
年

生
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。す
で
に

就
活
が
始
ま
っ
て
い
る
３
年
生
も
こ

れ
か
ら
大
き
な
試
練
を
経
験
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
も
う
ダ
メ
だ
」と

思
っ
た
ら
、必
ず
ダ
メ
に
な
り
ま
す
。

「
私
は
勝
つ
！
」そ
う
決
め
た
人
間
が

勝
つ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
ど
ん
な
状
況
で
あ
ろ
う
と

も
、「
戦
い
を
や
め
な
い
」こ
と
が
重

要
で
す
。

　
「
戦
い
続
け
た
人
が
最
後
に
は
勝

つ
」と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

神
奈
川
県
警
察　
合
格

経
済
学
部　
経
済
経
営
学
科

大
山
剛
史

　
私
は
３
年
生
か
ら
公
務
員
講
座
を
受
講
し
て
い

ま
し
た
が
、本
格
的
に
就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
、

郵
便
局
株
式
会
社　
内
定

経
済
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

堀
田 

豊
彰

　
就
職
活
動
は
、ラ
イ
バ
ル
達
と
苛
烈
な
競
走
を
強

い
ら
れ
る
戦
場
で
あ
り
、限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
最

良
の
結
果
を
追
い
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

は
自
他
共
に
認
め
る
効
率
主
義
者
で
す
の
で
、本
稿

で
は
私
が
特
に
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
を
か

い
つ
ま
ん
で
お
話
し
致
し
ま
す
。

　
就
職
活
動
の
中
で
も
特
に
重
要
な
の
は
自
己
分

析
と
明
確
な
将
来
像
の
構
想
で
す
。企
業
の
人
事
担

当
者
は
、あ
な
た
が
他
の
学
生
と
比
べ
て
ど
ん
な
違

い
が
あ
る
か
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、あ

な
た
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、文

字
通
り
お
話
に
な
り
ま
せ
ん
。自
分
の
好
き
な
事
や

え
ち
ご
上
越
農
業
協
同
組
合　
内
定

経
済
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

菅
山 

真
琴

　
３
年
生
の
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
就
職
活
動
。最
初

は
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
右
も
左
も
分
か
ら

ず
た
だ
た
だ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、大
学
が
行
う
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
合
宿
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
で
活
動
へ
の
取
り
組
み
方
が
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
は
職
種
、業
種
に
こ
だ
わ
ら

ず
広
い
分
野
を
視
野
に
入
れ
活
動
し
ま
し
た
。合
同

説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、企
業
の
方
針
や
企
業

３
年
生
の
２
月
に
行
わ
れ
た
就
職
合
宿
研
修
会
や

学
内
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し
て
か
ら
で
す
。

　
正
直
に
言
う
と
、私
に
は
大
学
２
年
生
ま
で
将
来

の
夢・目
標
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、こ
ん
な
職
業
に
就
き
た
い
と
い
う
未
来

像
も
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、今
、自
分
に
ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る
の

か
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
始
め
ま
し
た
。せ
っ
か
く

水
球
部
に
所
属
し
て
、体
力
に
自
信
が
あ
る
の
だ
か

ら
、こ
れ
を
役
立
た
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う

か
？
と
考
え
ま
し
た
。そ
し
て
、体
を
使
っ
て
人
々

の
役
に
立
て
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

理
念
、そ
し
て
今
年
度
の
採
用
情
報
を
中
心
に
情
報

を
集
め
ま
し
た
。自
分
の
中
で
志
望
す
る
企
業
が
決

ま
る
と
、Ｈ
Ｐ
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、そ
の
企
業

が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
び
、「
企
業
が
求

め
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
人
材
か
。」を
探
し
て
採

用
試
験
に
挑
み
ま
し
た
。採
用
試
験
は
学
力
試
験
、

適
性
検
査
、集
団
討
論
、個
人
面
接
が
行
わ
れ
、セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
身
に
つ
け
た
自
分
の
力
を
全
て
出
し

切
っ
た
結
果
、内
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
０
０
年
に
一
度
の
就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
続

け
、活
動
中
は
先
が
み
え
ず
、不
安
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。何
度
も
立
ち
止
ま
り
そ
う
に
な
る
度

に
大
学
の
方
々
、家
族
、友
人
な
ど
周
り
の
人
達
の

優
し
さ
に
後
押
し
さ
れ
、前
に
進
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。私
に
と
っ
て「
就
職
活
動
」と
は
、辛

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、自
分
自
身
を

見
直
し
、周
り
の
人
々
、そ
し
て
自
分
が
生
き
て
い

る
環
境
へ
の
感
謝
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

で
し
た
。

る
と
い
う
本
学
独
自
の
取
り
組
み
で

す
。７
月
24
日
の
第
１
回
目
の
講
座

か
ら
開
始
し
、講
師
の
直
接
の
指
導

は
３
日
間
で
し
た
が
、受
講
し
た
学

生
た
ち
は
真
剣
に
練
習
を
重
ね
、本

番
を
迎
え
ま
し
た
。

「ことば!!自己表現の
ワークショップ2010」

【平成21年度「大学教育・学生支援推進
事業」（学生支援推進プログラム）】

■１年次～
　就職ガイダンス
　春学期日常公務員講座
　秋学期日常公務員講座
　TOEIC講座
　夏期公務員特別講座＆ガイダンス
　春期公務員特別講座＆ガイダンス
　初級公務員模試（基礎３回・実践３回）
　上級公務員試験（全５回）
　授業科目「キャリアデザインⅠ」（秋学期）

■２年次～
　授業科目「キャリアデザインⅡ」（春学期）

■３年次～
　就職ガイダンス（４・５・９月）
　模擬適正検査（４月）
　就職試験対策講座（５・６・7・10月）
　ゼミ単位個人進路面談（６・11月）
　インターンシップ（夏季休暇中）
　長期インターンシップ（不定期）
　就職セミナー（全10回）
　就職活動体験談発表会（11月）
　就職合宿研修会（１月）
　学内合同企業説明会（２月）

■４年次～
　就職ガイダンス（４月）
　個人面談・求人紹介（随時）

　
発
表
会
後
、学
生
達
か
ら
は「
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。声
を
出
す
こ
と
や
、自
分

の
こ
と
を
相
手
に
ど
う
伝
え
る
か
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

の
に
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。」「
自

分
の
良
い
所
と
悪
い
所
が
一
度
に
分

か
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。」「
人
前
で
話
す
こ
と
に
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。」等
、感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
指
導
監
修
に
あ
た
っ
た
堀
井
真
吾

先
生（
本
学
客
員
講
師 

声
優・俳
優
）か

ら
は
、「
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、相

手
の
言
葉
を
良
く
聞
き
、 

ど
う
い
う
風

に
話
し
た
ら
相
手
に
伝
わ
る
の
か
を

感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

緊
張
感
を
持
っ
て
臨
ん
だ
今
回
の
発

表
会
が
今
ま
で
練
習
し
た
中
で
一
番
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
を
き
っ
か

け
に
可
能
性
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。」と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
信
を
持
と
う

彼
を
知
り
、己
を
知
れ
ば
、百
戦
危
う
か
ら
ず

私
の
就
職
活
動

コミュニケーション
講座の発表会を
開催しました!!

キ ャ リ ア サ ポ ー ト

得
意
な
事
、今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
学
ん
だ
事

な
ど
、考
え
得
る
限
り
の
項
目
を
作
り
、そ
れ
ら
を

全
て
埋
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

あ
な
た
は
今
ま
で
お
ぼ
ろ
げ
に
し
か
見
え
て
い
な

か
っ
た
自
分
と
い
う
も
の
が
、よ
り
ハ
ッ
キ
リ
と
認

識
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
自
己
分
析
を
終
え
た
な
ら
、き
っ
と
あ
な
た
は
自

分
が
ど
ん
な
職
種
に
適
性
が
あ
る
の
か
が
見
え
て

く
る
は
ず
で
す
。適
性
の
あ
り
そ
う
な
職
業
に
つ
い

て
企
業
研
究
で
見
識
を
深
め
た
ら
、そ
の
職
業
に
就

い
て
働
い
て
い
る
自
分
を
想
像
し
ま
し
ょ
う
。ど
ん

な
仕
事
が
し
た
い
か
、将
来
は
ど
う
い
っ
た
能
力
や

技
能
を
身
に
着
け
た
い
か
を
し
っ
か
り
と
イ
メ
ー

ジ
し
、そ
の
過
程
で
思
っ
た
事
を
全
て
メ
モ
に
取
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
全
て
終
え
た
時
、あ
な
た
は
明
確
な
目

標
を
持
ち
、き
ち
ん
と
し
た
自
己
主
張
の
出
来
る
人

に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。こ
れ
ら
は
就
職
活
動
に

お
い
て
と
て
も
基
本
的
な
事
で
す
が
、そ
の
基
本
が

出
来
て
お
ら
ず
、闇
雲
に
突
撃
を
繰
り
返
し
て
敗
戦

を
重
ね
て
い
る
学
生
が
と
て
も
多
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。ま
ず
は
や
る
べ
き
事
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
、一
刻
千
金
の
思
い
で
活
動
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

に
辿
り
着
き
、警
察
官・消
防
士・自
衛
官
な
ど
の
公

務
員
を
志
望
し
ま
し
た
。

　
筆
記
試
験
対
策
は
、長
時
間
行
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、市
販
の
問
題
集
な
ど
を
１
日
に
30
分
程
度
勉
強

し
て
い
ま
し
た
。

　
面
接
試
験
対
策
は
、就
職
合
宿
研
修
会
で
ア
ド
バ

イ
ス
さ
れ
た
こ
と
や
、就
職
課
に
行
き
、先
輩
方
の

資
料
な
ど
を
見
て
、質
問
さ
れ
そ
う
な
事
項
を
書
き

出
し
、自
分
な
り
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、堀
井
真
吾
先
生
の「
こ
と
ば
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」に
も
参
加
し
、自
己
表
現
の
し
か
た
を

学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、公
務
員
試
験
の
倍

率
は
、高
い
と
こ
ろ
で
20
倍
に
も
な
っ
て
い
て
、と

て
も
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

　
就
職
活
動
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、目
標
を
明
確

に
す
る
こ
と
と
、自
己
表
現
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、そ
れ
を
い
か
に
面
接

官
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、神
奈
川
県
警
か
ら
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
戦
い
を
や
め
な
い
人
が

勝
利
の
人
」
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新
潟
産
業
大
学
で
は
、教
育
研
究

活
動
全
般
の
充
実･

発
展
を
図
る
た

め
、広
く
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
、｢

地
域
社
会
や
企
業
を
主
体
的

に
支
え
る
人
材
の
育
成｣

と
い
う
本

学
の
教
育
理
念
の
達
成
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
何
卒
、皆
様
の
格
別
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当
窓
口　
新
潟
産
業
大
学 

総
務

課 

☎
０
２
５
７-

２
４-

６
６
５
５

M
ail:so

u
m
u
@
ad
a.n
su
.

ac.jp

）

　

本
学
で
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
開
講
科

目
の
シ
ラ
バ
ス
を
公
開
し
て
い
ま

す
。

　
シ
ラ
バ
ス
は
、授
業
科
目
の
概
要

で
あ
り
、15
週
に
わ
た
っ
て
開
講
さ

れ
る
授
業
の
各
回
の
内
容
が
予
め

示
さ
れ
、そ
こ
に
は
到
達
目
標
や
参

考
文
献
、評
価
方
法
等
も
明
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
こ
れ
に
沿
っ
て
授
業

を
進
め
る
事
に
よ
り
、学
生
た
ち
が

学
習
の
流
れ
を
理
解
し
た
り
、指
導

　

新
潟
産
業
大
学
で
は
、一
般・
社

会
人
を
対
象
と
し
た
各
種
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

■
聴
講
講
座

　

本
学
で
開
講
し
て
い
る
講
義
か

ら
興
味
の
あ
る
も
の
を
１
科
目
単

位
で
選
び
、学
生
達
と
席
を
並
べ
聴

講
し
て
い
た
だ
く
講
座
で
す
。性

別
、年
齢
、学
歴
等
に
関
係
な
く
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　
一
つ
の
科
目
に
つ
き
、基
本
的
に

週
１
回
同
一
の
曜
日
時
限（
90
分
）

で
15
週
に
わ
た
り
開
講
し
て
い
ま

す
。（
単
位
認
定
は
行
い
ま
せ
ん
。）

春
学
期・通
年
開
講
科
目
は
現
在
受

付
中（
２
月
28
日（
月
）締
切
）で
、秋

学
期
開
講
科
目
は
５
月
２
日（
月
）

か
ら
受
付
で
す
。

■
公
開
講
座

　
本
学
専
任
教
員
が
、専
門
分
野
に

基
づ
い
た
テ
ー
マ
で
開
講
す
る
教

養
講
座
で
す
。

　
一
つ
の
講
座
は
２
回
〜
５
回
で

構
成
さ
れ
、お
仕
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
受
講
で
き
る
夜
間
や
土
曜
日
に

開
講
し
て
い
ま
す
。講
座
に
よ
り
募

集・開
講
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

　

各
種
講
座
の
詳
細・
最
新
情
報

は
、本
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト　

http://
w
w
w
.nsu.ac.jp/nsu_j/llc/

index.htm
l　

に
て
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。　

　
ま
た
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
７-

２
４-

８
４
３
６
）ま
で

新
潟
産
業
大
学 

教
育
研
究
支

援
募
金
の
お
願
い

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
本
学
の
シ
ラ
バ
ス

の
検
索
と
閲
覧
が
可
能
で
す

聴
講
講
座・公
開
講
座
の

ご
案
内

I N F O R M A T I O N

　
新
潟
産
業
大
学
で
は
、本
学
教
員

が
高
等
学
校
等
に
出
向
い
て
講
義

を
行
う「
出
張
講
義
」に
積
極
的
に

対
応
し
て
お
り
ま
す
。大
学
の
専
門

分
野
を
高
校
生
向
け
に
分
か
り
や

す
く
講
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、大
学

の「
学
び
」を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
学
進
学
の
意
識
づ
け
と
し
て
、

ま
た
進
路
選
択
の
一
環
と
し
て
、幅

広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

出
張
講
義
の
お
申
し
込
み・お
問
い

合
わ
せ
は
7
０
１
２
０-

７
８
７-

１
２
４（
入
試
課
直
通
）か
ら
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
張
講
義
の
ご
案
内

　
新
潟
産
業
大
学 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、大
学
の
授
業
を
一
般
向
け
に
開
講

す
る｢

聴
講
講
座｣

、お
仕
事
帰
り
や
土
曜

日
に
街
中
で
受
講
で
き
る｢

公
開
講
座｣

、

　

平
成
22
年
度
は
、柏
崎
市
民
プ
ラ
ザ

に
て｢

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
試
験
リ
ス
ニ
ン
グ
対

策
講
座｣

、｢

楽
し
い
中
国
語
10
回
講
座｣

な
ど
春
期
４
講
座
、秋
期
６
講
座
を
開
講

し
、延
べ
65
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。上
越
地
区
に
お
い
て
は
上
越
市
民
プ

ラ
ザ
で
、｢

日
本
女
性
の
あ
ゆ
み｣

を
開

講
、７
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
春
期
は
、31
講
座
中
21
講
座

に
66
名（
延
べ
83
名
）の
、秋
期
は
、27
講

座
中
19
講
座
に
43
名（
延
べ
55
名
）申
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。柏
崎
市
外
か
ら
も
春

期
19
名
、秋
期
10
名
と
多
く
の
方
に
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
聴
講
生
ト
ッ
プ
３　
ビ
ジ
ネ
ス・モ
デ

ル・デ
ザ
イ
ン（
寄
付
講
座
）25
名
／
韓
国

事
情（
蓮
池 

薫
）12
名
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
韓
国
語
Ａ（
蓮
池 

薫
）７
名

●
羽
賀 

友
信
さ
ん

　
（
長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
）

　
新
入
生
を
対
象
に｢

今
、社
会
が
求
め

る
人
材｣

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
問
い
直
し
、

国
際
社
会
に
視
野
を
広
げ
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
22
年
４
月
５
日
）

●
西
川 

孝
純
さ
ん

　
（
共
同
通
信
社
論
説
委
員
）

　
参
議
院
選
挙
が
近
く
学
生
の
選
挙
へ

の
関
心
を
高
め
る
ね
ら
い
も
あ
り
、｢

政

治
と
人
々
の
健
康
と
の
関
わ
り｣

や｢

日

本
や
ア
メ
リ
カ
の
保
険
医
療
制
度
の
違

い
や
問
題
点｣

、｢

各
政
党
の
健
康
に
関
わ

る
政
策｣

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
平
成
22
年
６
月
８
日
）

　
前
期
の
３
講
座「
コ
コ・
シ
ャ
ネ
ル
の

世
界｣｢

日
本
美
術
史
講
座｣｢

異
文
化
か

ら
学
ぶ｣

に
延
べ
１
０
８
名
、後
期
４
講

座
の
う
ち
本
学
教
員
担
当
の
２
講
座「
文

学
の
新
し
い
読
み
方
〜
近
現
代
の
イ
ギ

リ
ス
小
説
を
中
心
に
〜
」「
パ
ス
ポ
ー
ト

の
い
ら
な
い
旅
…
〜
知
ら
れ
ざ
る
都
市

の
魅
力
〜
」に
延
べ
41
名
の
申
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
が
、応
募
総
数
６
８
２
点

（
小
学
生
２
６
２
名（
16
校
）、中
学
生

３
１
６
名（
８
校
）、高
校
生
１
０
４
名

（
２
校
））と
、多
数
の
作
品
が
集
ま
り
ま

し
た
。鵜
川
の
四
季
や
水
の
大
切
さ
、お

い
し
い
お
米
、地
域
の
人
の
あ
た
た
か

さ
、霊
峰
米
山
、い
つ
も
変
わ
ら
な
い
海
、

刈
羽
や
高
柳
、北
条
の
自
慢
な
ど
、ど
の

作
品
も
独
自
の
視
点
で
感
性
あ
ふ
れ
る

作
品
で
し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
生
徒

さ
ん
を
は
じ
め
、先
生
方
な
ら
び
に
保
護

者
の
み
な
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
８
月
初
旬
の
猛
暑
の
中
、剣
野
小
と
新

道
小
の
各
児
童
ク
ラ
ブ
を
訪
問
し
て
小

学
生
に
外
国
の
文
化
や
言
語
、食
べ
も
の

な
ど
を
楽
し
く
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、学
生
自
身

が
作
成
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
紹
介
や
３
カ
国

の
お
茶
と
お
菓
子
の
試
食
、各
国
の
伝
統

的
な
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー｢

友
の
会｣

は
、平
成
13
年
度
に
発
足
し
て
か
ら
今
年

で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。今
年
度
の
会
員

数
は
、38
名
と
な
り
ま
し
た
。

特
典

１
．受
講
料
の
割
引
…
本
学
主
催
の
各
講

座
が
20
％
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

２
．講
座
の
先
行
受
付

３
．会
報
等
資
料
送
付　
な
ど
で
す
。

申
込
方
法

１
．所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、郵

送･

Ｆ
Ａ
Ｘ･E-m

ail

、ま
た
は
大
学

窓
口
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

２
．年
会
費（
一
般
会
員
）は
、２
，０
０
０

円
で
す
。

３
．新
規
会
員
の
方
に
は
、会
員
カ
ー
ド

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

４
．入
会
期
間
は
、平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
24
年
３
月
31
日
の
１
年
間

と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

http://w
w
w
.nsu.ac.jp/nsu_j/

llc/tom
onokai_info.htm

l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
潟
産
業
大
学・生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
７-

２
４-

８
４
４
１　

5

０
２
５
７-

２
２-

１
３
０
０　

E-m
ail  llc@

ada.nsu.ac.jp

ふ
る
さ
と
自
慢
作
文

コ
ン
テ
ス
ト

地
球
く
ら
ぶ

公
開
講
演
会

市
民
大
学
講
座

公
開
講
座

ご
挨
拶

聴
講
講
座

平
成
23
年
度
　
新
潟
産
業

大
学 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
友
の
会
」
入
会
の
ご
案
内

B a c k  t o  S c h o o l
（ 生 涯 学 習 セ ン タ ー）

入
場
無
料
の｢

公
開
講
演
会｣

を
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、柏
崎
市
が
主
催
す
る｢

か

し
わ
ざ
き
市
民
大
学｣

へ
の
講
師
派
遣
の

協
力
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ま
向
け
に
本
学
の
専
任

教
員
に
よ
る
専
門
性
に
富
ん
だ
多
彩
な

内
容
の
講
座
を
多
数
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、是
非
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
お
越
し
を
教
職
員
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生涯学習センター長
経済学部　教授

片岡 直樹

●
佐
藤 

啓
介
さ
ん

　
（
㈱
あ
み
や
き
亭
創
業
社
長
）

　
学
生
の
就
職
活
動
支
援
の
一
環
と
し

て
、本
学
Ｏ
Ｂ
で
、現
在
ご
活
躍
中
の
経

済
人
の
体
験
談
を
う
か
が
い
ま
し
た
。現

場
の
生
の
お
話
は
迫
力
と
説
得
力
が
あ

り
、た
い
へ
ん
有
益
で
し
た
。（
平
成
22
年

６
月
25
日
）

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

す
る
教
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
生
を

到
達
目
標
に
導
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
年
度
本
学
で
開
講
し
て
い
る
授

業
科
目
に
つ
い
て
、学
外
か
ら
、学

部・
学
科・
科
目
担
当
者・
科
目
名・

講
義
内
容
な
ど
の
検
索
が
可
能
で

す
。

　

本
学
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
高

校
生
や
、聴
講
講
座
の
受
講
を
検
討

さ
れ
て
い
る
市
民
の
皆
様
も
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ラ
バ
ス
閲
覧
シ
ス
テ
ム

へ
は
左
記
の
リ
ン
ク
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.nsu.ac.jp/


